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赤
帽
子
民
国
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
定
を
締
結

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
二
日
、
徳
島
森
林
管

理
署
に
お
い
て
「
つ
る
ぎ
町
赤

帽
子
地
区
民
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
つ
る
ぎ
町
一
宇
の

赤
帽
子
山
（
一
，
六
一
一
ｍ
）

北
面
に
広
が
る
民
有
林
と
そ
の

上
部
に
位
置
す
る
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
民
国
連
携
を

図
る
た
め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
二
年
に
わ
た
っ
て
検
討

し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

徳
島
県
が
進
め
る
「
次
世
代

林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

施
業
を
集
約
化
す
る
「
高
能
率

団
地
」
を
県
下
に
六
〇
配
置
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
赤
帽
子

山
北
面
に
は
八
七
八
ha
の
高
能

率
団
地
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
署
が
所
管
す
る
実
平
、
広

沢
国
有
林
（
二
九
四
ha
）
は
、

民
有
林
の
上
部
に
帯
状
に
分
布

し
て
お
り
、
中
腹
を
横
断
す
る

民
有
林
林
道
か
ら
遠
い
た
め
、

利
用
間
伐
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
林
道
か
ら
国
有
林

境
界
近
く
ま
で
民
有
林
で
開
設

さ
れ
た
作
業
路
網
が
利
用
で
き

れ
ば
、
利
用
間
伐
を
実
施
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
徳
島
県
西
部
総

合
県
民
局
、
地
元
の
つ
る
ぎ
町
、

間
伐
を
実
施
し
て
い
る
美
馬
森

林
組
合
を
交
え
て
、
現
地
検
討

会
や
協
議
会
を
積
み
重
ね
、
合

理
的
な
路
網
や
効
率
的
な
間
伐

な
ど
の
森
林
整
備
を
民
国
が
連

携
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
森

林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

協
定
式
の
た
め
、
西
部
総
合

県
民
局
農
林
水
産
部
長
、
つ
る

ぎ
町
農
林
課
長
、
美
馬
森
林
組

合
代
表
理
事
組
合
長
が
、
来
署

し
、
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
、
四
者
で

が
っ
ち
り
と
握
手
を
し
て
協
定

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
な
っ
た
国
有
林

は
、
森
林
・
林
業
全
体
の
再
生

や
民
有
林
へ
の
支
援
が
求
め
ら

れ
、
民
有
林
と
連
携
し
た
施
業

の
推
進
方
策
と
し
て
、
森
林
共

同
施
業
団
地
の
設
定
が
有
力
な

手
法
で
す
が
、
今
回
の
協
定
の

相
手
方
は
、
一
般
的
な
民
有
林

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

国
有
林
は
一
般
的
に
民
有
林
よ

り
も
高
標
高
地
域
に
賦
存
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
な
民

国
連
携
の
参
考
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　左側から、西部総合県民局農林水産部長、

つるぎ町農林水産課長、美馬森林組合代表理

事組合長、前三谷徳島森林管理署長

　

今
回
の
協
定
で
は
、
包
括
的

な
協
力
・
信
頼
関
係
を
結
び
、

当
面
、
利
用
間
伐
な
ど
、
今
後

五
ヶ
年
間
で
実
施
可
能
な
事
業

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
協

定
を
推
進
・
深
化
し
て
い
く
中

で
、
国
有
林
と
し
て
民
有
林
に

貢
献
で
き
る
手
立
て
を
具
体
的

に
提
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
帽
子
民
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
定
締
結
後
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地
元
説
明
会
の
開
催

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

三
月
二
六
日
の
夜
、
三
好
市

東
祖
谷
新
居
屋
公
民
館
で
、
新

居
屋
地
区
の
防
災
対
策
に
関
す

る
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
居
屋
地
区
は
、
当
署
が
昭

和
三
五
年
か
ら
治
山
事
業
を
、

昭
和
三
九
年
か
ら
は
直
轄
地
す

べ
り
防
止
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
土
石
流

対
策
と
し
て
国
土
交
通
省
の
砂

防
ダ
ム
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

交
渉
の
結
果
、
砂
防
ダ
ム
計
画

は
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
地
元
の
不
安
感
を
払

拭
し
、
今
後
の
事
業
実
施
に
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

説
明
会
に
は
、

当
署
の
ほ
か
、
局

治
山
課
の
担
当
官
、

三
好
市
東
祖
谷
総

合
支
所
、
地
元
か

ら
区
長
ほ
か
住
民

約
二
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
当
署

か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
過
及
び
国

土
交
通
省
と
の
対
応
状
況
を
説

明
し
、
三
月
七
日
に
新
居
屋
地

区
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
森
林

総
合
研
究
所
山
地
災
害
研
究
室

長
及
び
林
野
庁
治
山
課
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策

の
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
後
の
質
疑
で
は
、
地
元

住
民
か
ら
老
朽
化
し
た
既
存
施

設
の
手
当
て
や
詳
細
な
調
査
を

望
む
要
望
が
出
さ
れ
、
特
に
上

水
道
の
な
い
当
地
区
で
の
飲
料

水
の
確
保
は
切
実
な
問
題
と
し

て
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
署

の
取
り
組
み
方
向
に
つ
い
て

は
、
極
め
て
好
意
的
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
居
屋
地
区
で
は
、

地
元
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
、
土
石
流
対
策
を
加

味
し
た
防
災
対
策
を
実
施
す
る

た
め
の
全
体
計
画
等
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
新

居
屋
地
区
や
三
好
市
と
密
接
な

連
携
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
防
災
対
策
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
社
会
貢
献
の
森
」
で
間
伐

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

三
月
九
日
、
綾
歌
郡
綾
川
町

の
樫
原
国
有
林
に
あ
る
「
社
会

貢
献
の
森
・
菅
組　

感
謝
の
森
」

に
お
い
て
、
社
員
一
二
名
に
よ

る
第
一
回
目
の
森
林
整
備
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
菅
組
は
、
創
業
が
明
治

四
二
年
、
お
よ
そ
一
〇
〇
年
の

歴
史
を
持
つ
総
合
建
設
会
社
で

あ
り
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
整
備

を
通
じ
て
、
社
員
の
環
境
保
全

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
木
の
建
築
を
つ
く
り
続
け

る
こ
と
と
同
時
に
木
を
育
て
る

こ
と
に
関
わ
る
こ
と
で
「
木
と

と
も
に
」
生
長
す
る
企
業
と
し

て
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
二
四
年
七
月

に
、
樫
原
国
有
林
四
二
林
班
と

８
小
班
二
．
三
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
対
象
と
し
て
、
社
会
貢
献
の

森
の
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
が
協
定
締
結
後
、
第
一

回
目
の
森
林
整
備
活
動
と
い
う

こ
と
で
、
当
所
か
ら
も
、
間
伐

の
方
法
や
選
木
の
仕
方
、
安
全

に
関
す
る
指
導
の
た
め
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
該
箇
所
は
ヒ
ノ
キ
二
七
年

生
の
林
分
で
、
作
業
の
際
の
間

地元説明会の様子
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伐
木
選
定
が
容
易
な
よ
う
に
、

事
前
に
標
準
地
を
設
定
し
、
そ

の
区
域
内
で
の
間
伐
木
を
対
象

に
作
業
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

作
業
区
域
や
内
容
の
説
明
後

に
、
菅
組
の
森
林
整
備
活
動

の
指
導
者
で
あ
る
地
元
林
業
家

の
豊
田
均
さ
ん
か
ら
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
・
手
鋸
に
よ
る
伐
倒
方
法

に
つ
い
て
の
指
導
が
あ
り
、
参

加
さ
れ
た
社
員
の
皆
さ
ん
が
一

人
ず
つ
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
手
鋸
に

よ
る
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

　

手
鋸
で
作
業
さ
れ
た
方
か
ら

は
、「
思
う
よ
う
に
倒
れ
な
い
」
、

「
思
っ
た
方
向
に
倒
れ
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
、
徐
々

に
伐
倒
方
向
も
定
ま
っ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
か
か
り
木
処
理

に
つ
い
て
も
、
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
適
切
に
処
理

す
る
な
ど
し
、
約
二
時

間
の
予
定
の
作
業
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
菅
社

長
か
ら
、
今
後
も
会

社
の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
森
林
の
保

全
・
整
備
に
取
り
組
ん

足
摺
亜
熱
帯
自
然
植
物
園
の

案
内
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

当
署
の
管
理
す
る
国
有
林
が

多
く
を
占
め
る
足
摺
岬
周
辺

は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
群
落
が
花

を
咲
か
せ
、
毎
年
、
三
月
頃
、

花
の
見
頃
と
な
り
、
道
中
に
あ

る
梅
や
菜
の
花
も
彩
り
を
添
え

一
足
早
く
春
が
や
っ
て
来
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
当
署
で
は
、
足

摺
岬
に
あ
る
足
摺
亜
熱
帯
自
然

植
物
園
の
案
内
看
板
と
説
明
板

の
立
替
を
行
い
ま
し
た
。

で
行
き
た
い
と
の
言
葉
が
あ

り
、
当
所
と
し
て
も
引
き
続
き

活
動
に
対
し
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

間
伐
作
業
の
様
子

　

こ
れ
ま
で
の
看
板
は
、
潮
風

と
シ
ロ
ア
リ
に
よ
り
老
朽
化
が

進
み
、
転
倒
の
危
険
も
見
受
け

ら
れ
始
め
た
こ
と
か
ら
、
二
四

年
度
足
摺
亜
熱
帯
自
然
植
物
園

整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
、
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
ま
で
に
交
換
を
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
植
物
園
は
、
足
摺
大
堂

自
然
休
養
林
の

施
設
と
し
て
昭

和
四
八
年
に
開

設
し
、
足
摺
半

島
に
自
生
し
て

い
る
貴
重
な
植

物
を
自
然
の
ま

ま

の

形

で

約

五
〇
〇
種
が
植

栽
さ
れ
、
南
国

色
豊
か
な
自
然

の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
早
春
か
ら
秋
に

か
け
て
は
美
し
い
花
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
天
皇
の
行
幸
を

賜
っ
た
歴
史
も
有
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
一
般
に
は
あ
ま
り

存
在
を
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
県
外
か
ら
の
熱
心
な
植
物

愛
好
家
や
学
生
の
研
究
の
場
と

し
て
の
入
園
や
問
い
合
わ
せ
も

リニューアルされた足摺亜熱帯自然植物園の看板
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徳
島
県
三
好
市
東
祖
谷
地
区
で

は
、
昭
和
二
七
年
よ
り
民
有
林
内

祖
谷
川
治
山
事
業
所
名
称
変
更

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

植
物
園
の
あ
る
足
摺
半
島
一

帯
は
、
四
国
最
南
端
の
足
摺
岬

を
中
心
に
、
雄
大
な
太
平
洋
を

望
む
自
然
が
広
が
り
、
貴
重
な

シ
イ
を
主
体
と
す
る
照
葉
樹
林

の
原
生
林
で
す
。
秋
に
は
ヤ
ッ

コ
ソ
ウ
が
顔
を
出
す
佐
田
山
保

護
林
や
、
巨
石
文
明
の
名
残
と

も
い
わ
れ
る
唐
人
駄
馬
遺
跡
、

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
の
金
剛

福
寺
、
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
た

ど
っ
た
土
佐
が
生
ん
だ
幕
末
の

偉
人
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
ま
つ

わ
る
史
跡
や
、
温
泉
も
多
く
あ

り
、
通
年
を
通
し
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

足
摺
観
光
に
お
い
で
の
際
に

は
是
非
共
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。

三
好
市
東
祖
谷
総
合
支
所
橋
本
氏

（
左
側
）
と
堀
徳
島
森
林
管
理
署

長
（
右
側
）
に
よ
る
看
板
の
掛
け

替
え
。

に
お
い
て
、
地
域
災
害
復
旧
対
策

と
し
て
直
轄
治
山
事
業
を
祖
谷
川

第
一
治
山
事
業
所
、
第
二
治
山
事

業
の
両
事
業
所
に
よ
り
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
直
轄
治
山

事
業
で
の
整
備
終
了
に
伴
い
、
平

成
二
四
年
度
末
を
も
っ
て
治
山
施

設
を
徳
島
県
に
引
き
渡
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

四
月
一
日
か
ら
は
、
名
称
を
新

た
に
祖
谷
川
治
山
事
業
所
と
し
、

当
該
事
業
区
域
内
の
地
す
べ
り
防

止
事
業
を
、
今
後
も
計
画
に
基
づ

き
行
っ
て
い
く
事
業
所
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
整
備
し
て
い
く
地
す
べ
り

区
域
内
に
は
、
国
道
な
ど
主
要
道

路
も
横
断
し
、
ま
た
集
落
等
も
多

数
あ
り
、
地
元
か
ら
対
策
工
事
の

声
が
高
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

四
月
九
日
に
は
、
三
好
市
東
祖

谷
総
合
支
所
長
橋
本
氏
と
堀
徳
島

森
林
管
理
署
長
に
よ
り
、
新
し
い

看
板
の
掛
け
替
え
式
が
行
わ
れ
、

六
〇
年
間
、
地
元
の
整
備
を
行
っ

て
頂
い
た
感
謝
と
と
も
に
、
今

後
も
地
元
の
災
害
、
防
災
対
策
を

し
っ
か
り
行
っ
て
頂
き
た
い
と
の

要
請
を
受
け
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元

関
係
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
整

備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


